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(57)【要約】
【課題】　ＨＡＲＱの有無に対応した適切なＭＣＳによ
り無線通信を行うことで、安定性の高い無線通信を構築
することを目的とする。
【解決手段】
　本発明の送信装置は、ＨＡＲＱ応答の有無それぞれに
おけるＭＣＳ毎の通信品質に対するＦＥＲの推移を示す
テーブルを予め記憶するテーブル記憶部２２０と、送信
すべきデータのＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有
無を切り換えるＨＡＲＱ切換部２３８と、ＨＡＲＱの有
無の切換に応じて、テーブルを参照しＨＡＲＱ有りのＭ
ＣＳとそれに対応するＨＡＲＱ無しのＭＣＳとを切り換
えるＭＣＳ切換部２４０と、を備えることを特徴とする
。
【選択図】　　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信装置からの要求に対応したＭＣＳに基づいて、送信データと共に該受信装置からの
ＨＡＲＱに応じた再送データを送信可能な送信装置であって、
　ＨＡＲＱ応答の有無それぞれにおけるＭＣＳ毎の通信品質に対するＦＥＲの推移を示す
テーブルを予め記憶するテーブル記憶部と、
　送信すべきデータのＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有無を切り換えるＨＡＲＱ切
換部と、
　前記ＨＡＲＱの有無の切換に応じて、前記テーブルを参照しＨＡＲＱ有りのＭＣＳとそ
れに対応するＨＡＲＱ無しのＭＣＳとを切り換えるＭＣＳ切換部と、
を備えることを特徴とする送信装置。
【請求項２】
　前記ＭＣＳ切換部は、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳからＨＡＲＱ無しのＭＣＳに切り換える際
、切換前のＭＣＳとＦＥＲとから導出される通信品質において、切換後のＦＥＲが切換前
のＦＥＲ以下となるようにＭＣＳを切り換えることを特徴とする請求項１に記載の送信装
置。
【請求項３】
　当該送信装置は、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５またはＰＨＳ　ＭｏＵに準拠した無線通信
を実行することを特徴とする請求項１または２の送信装置。
【請求項４】
　受信装置からの要求に対応したＭＣＳに基づいて、送信データと共に該受信装置からの
ＨＡＲＱに応じた再送データを送信する無線通信方法であって、
　送信すべきデータのＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有無を切り換え、
　ＨＡＲＱ応答の有無それぞれにおけるＭＣＳ毎の通信品質に対するＦＥＲの推移を示す
テーブルを参照し、前記ＨＡＲＱの有無の切換に応じて、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳとそれに
対応するＨＡＲＱ無しのＭＣＳとを切り換えることを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適応変調（高速適応変調）による無線通信が可能な送信装置および無線通信
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＰＨＳ(Personal Handy phone System)や携帯電話等に代表される移動局が普及
し、場所や時間を問わず通話や情報入手が可能となった。特に昨今では、入手可能な情報
量も増加の一途を辿り、大容量のデータをダウンロードするため高速かつ高品質な無線通
信方式が取り入れられるようになってきた。
【０００３】
　例えば、高速デジタル通信を可能とする次世代ＰＨＳ通信規格として、ＡＲＩＢ（Asso
ciation of Radio Industries and Businesses）　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵ（Me
morandum of Understanding）があり、このような通信では、ＯＦＤＭ（Orthogonal Freq
uency Division Multiplexing:直交周波数分割多重）方式が採用されている。かかるＯＦ
ＤＭは、多重化方式の一つに分類され、単位時間軸上で多数の搬送波を利用し、変調対象
となる信号波の位相が隣り合う搬送波間で直交するように搬送波の帯域を一部重ね合わせ
て周波数帯域を有効利用する方式である。
【０００４】
　また、ＯＦＤＭが個別のユーザ毎に時分割でサブチャネルを割り当てているのに対して
、複数のユーザが全サブチャネルを共有し、各ユーザにとって最も伝送効率のよいサブチ
ャネルを割り当てるＯＦＤＭＡ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing Access:
直交周波数分割多元接続)も提供されている。
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【０００５】
　ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵでは、受信装置が、適応変調により決定さ
れた変調方式およびコーディング方式（ＭＣＳ：Modulation and Coding Scheme、以下単
にＭＣＳという。）を、ＦＭ－ｍｏｄｅ（Fast access channel based on Map-Mode）（
例えば、非特許文献１）におけるアンカーチャネルを通じて送信装置に送信し、送信装置
がそのＭＣＳに基づきデータを変調することで、送信装置と受信装置とは、その時点の通
信環境における最適なＭＣＳを用いた通信を行うことができる。
【０００６】
　かかる適応変調は、通信信号の信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ：Signal to Interference
 and Noise Ratio）やビットエラーレートに基づいて送信装置と受信装置との間の通信環
境を推測し、お互いに、より良い通信環境の下ではより高い変調効率を示すＭＣＳを選択
し、通信環境の悪い状況下では低い変調効率を示すＭＣＳを選択して、安定した無線通信
の実施を可能にする。
【０００７】
　さらに、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵでは、受信装置が誤ったデータを
受信した場合、送信した送信装置に対してそのデータの再送を要求する自動再送要求（Ａ
ＲＱ：Automatic Repeat reQuest、以下単にＡＲＱという。）が送信される。送信装置は
、かかるＡＲＱに対しＭＡＣレイヤ（低レイヤ）でデータの再送処理を行うので、短い制
御時間でエラーを効率良く補償することができる（非特許文献２）。
【０００８】
　また、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵでは、かかるＡＲＱと前方誤り訂正
（ＦＥＣ：Forward Error Correction）とを組み合わせて、パケットエラー訂正の効率を
さらに向上させたＨＡＲＱ（Hybrid ARQ）技術も採用されている（例えば、特許文献１）
。また、このようなＨＡＲＱにおける肯定応答に応答してＨＡＲＱバッファを一括消去す
る技術も知られている（例えば、特許文献２）。
【特許文献１】特開２００６－５０２６５９号公報
【特許文献２】特開２００６－５０５２１９号公報
【非特許文献１】ARIB（Association of Radio Industries and Businesses） STD-T95
【非特許文献２】A-GN4.00-01-TS Rev.3「Next Generation PHS Specifications」,P331-
340
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵでは、遅延を許容しないＱｏＳ（Quality 
of Service）クラスの送信データ、例えばリアルタイム性を要する音声データが生じた場
合、送信装置側でＨＡＲＱの再送データの送信を強制的にキャンセルし、その遅延を許容
しない送信データを優先的に送信する。従って、本来生じるはずのＨＡＲＱ再送による利
得を得ることができなくなるが、それに拘わらず、ＨＡＲＱが有効であることを想定して
受信装置から要求された変調効率の高いＭＣＳのまま上記の送信データを送信してしまう
とエラーが生じてしまう。
【００１０】
　本発明は、このような問題に鑑み、ＨＡＲＱの有無に対応した適切なＭＣＳにより無線
通信を行うことで、安定性の高い無線通信を構築することが可能な、送信装置および無線
通信方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の代表的な構成は、受信装置からの要求に対応した
ＭＣＳに基づいて、送信データと共に受信装置からのＨＡＲＱに応じた再送データを送信
可能な送信装置であって、ＨＡＲＱ応答の有無それぞれにおけるＭＣＳ毎の通信品質に対
するＦＥＲの推移を示すテーブルを予め記憶するテーブル記憶部と、送信すべきデータの
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ＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有無を切り換えるＨＡＲＱ切換部と、ＨＡＲＱの有
無の切換に応じて、テーブルを参照しＨＡＲＱ有りのＭＣＳとそれに対応するＨＡＲＱ無
しのＭＣＳとを切り換えるＭＣＳ切換部と、を備えることを特徴とする。当該送信装置は
、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５またはＰＨＳ　ＭｏＵに準拠した無線通信を実行してもよい
。
【００１２】
　ＨＡＲＱ切換部は、送信データが、遅延を許容しないＱｏＳクラス（ＱｏＳサービスク
ラス）の送信データだった場合、ＨＡＲＱの再送データの送信を強制的にキャンセルする
。従って、ＨＡＲＱがキャンセルされた場合における適切なＭＣＳと、ＨＡＲＱが有効で
あることを想定して受信装置から要求されたＭＣＳとでは差が生じる。本発明では、受信
装置からの要求に拘わらず、ＭＣＳ切換部によって、ＨＡＲＱがキャンセルされた場合に
おける適切なＭＣＳを選択することで、その差分（ＨＡＲＱの利得分）だけ変調効率を引
き下げる。かかる構成により送信データのＱｏＳクラスの如何に拘わらず、安定性の高い
無線通信を構築することが可能となる。
【００１３】
　ＭＣＳ切換部は、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳからＨＡＲＱ無しのＭＣＳに切り換える際、切
換前のＭＣＳとＦＥＲとから導出される通信品質において、切換後のＦＥＲが切換前のＦ
ＥＲ以下となるようにＭＣＳを切り換えてもよい。
【００１４】
　ＭＣＳ切換部は、切換前のＭＣＳとＦＥＲとから導出される通信品質、即ち、現時点の
通信環境において、切換後のＦＥＲが切換前のＦＥＲと等しくなるのが望ましい。しかし
、ＨＡＲＱ応答の有無それぞれのＦＥＲの推移はテーブル上で異なるので、同通信品質に
おいてＦＥＲが異なる。従って、無線通信を安定側で実行するため切換後のＦＥＲを切換
前のＦＥＲ以下に設定する。
【００１５】
　本発明にかかる他の構成は、受信装置からの要求に対応したＭＣＳに基づいて、送信デ
ータと共に受信装置からのＨＡＲＱに応じた再送データを送信する無線通信方法であって
、送信すべきデータのＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有無を切り換え、ＨＡＲＱ応
答の有無それぞれにおけるＭＣＳ毎の通信品質に対するＦＥＲの推移を示すテーブルを参
照し、ＨＡＲＱの有無の切換に応じて、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳとそれに対応するＨＡＲＱ
無しのＭＣＳとを切り換えることを特徴とする。
【００１６】
　上述した送信装置における技術的思想に対応する構成要素やその説明は、当該無線通信
方法にも適用可能である。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように本発明の送信装置では、ＨＡＲＱの有無に対応した適切なＭＣＳにより無
線通信を行うことで、安定性の高い無線通信を構築することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。か
かる実施形態に示す寸法、材料、その他具体的な数値などは、発明の理解を容易とするた
めの例示にすぎず、特に断る場合を除き、本発明を限定するものではない。なお、本明細
書及び図面において、実質的に同一の機能、構成を有する要素については、同一の符号を
付することにより重複説明を省略し、また本発明に直接関係のない要素は図示を省略する
。
【００１９】
　ＰＨＳ端末や携帯電話等に代表される移動局は、所定間隔をおいて固定配置される基地
局と無線で通信を行う無線通信システムを構築する。かかる無線通信システムにおける基
地局および移動局は、いずれの局もデータを送受信する送信装置および受信装置として機
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能する。本実施形態では、理解を容易にするため基地局を送信装置、移動局を受信装置と
して説明する。しかし、その逆の構成も成り立つのは言うまでもない。
【００２０】
　ここでは、まず、無線通信システム全体を説明し、その後、基地局、および移動局とし
てのＰＨＳ端末の具体的構成を説明する。また、本実施形態では、移動局としてＰＨＳ端
末を挙げているが、かかる場合に限らず、携帯電話、ノート型パーソナルコンピュータ、
ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、デジタルカメラ、音楽プレイヤー、カーナビゲ
ーション、ポータブルテレビ、ゲーム機器、ＤＶＤプレイヤー、リモートコントローラ等
無線通信可能な様々な電子機器を移動局として用いることもできる。
【００２１】
（第1の実施形態：無線通信システム１００）
　図１は、無線通信システム１００の概略的な接続関係を示した説明図である。当該無線
通信システム１００は、ＰＨＳ端末１１０（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、基地局１２０（１
２０Ａ、１２０Ｂ）と、ＩＳＤＮ(Integrated Services Digital Network)回線、インタ
ーネット、専用回線等で構成される通信網１３０と、中継サーバ１４０とを含んで構成さ
れる。
【００２２】
　上記無線通信システム１００において、ユーザが自身のＰＨＳ端末１１０Ａから他のＰ
ＨＳ端末１１０Ｂへの通信回線の接続を行う場合、ＰＨＳ端末１１０Ａは、通信可能範囲
内にある基地局１２０Ａに無線接続要求を行う。無線接続要求を受信した基地局１２０Ａ
は、通信網１３０を介して中継サーバ１４０に通信相手との通信接続を要求し、中継サー
バ１４０は、ＰＨＳ端末１１０Ｂの位置登録情報を参照し他のＰＨＳ端末１１０Ｂの無線
通信範囲内にある例えば基地局１２０Ｂを選択して基地局１２０Ａと基地局１２０Ｂとの
通信経路を確保し、ＰＨＳ端末１１０ＡとＰＨＳ端末１１０Ｂの通信を確立する。
【００２３】
　このような無線通信システム１００においては、ＰＨＳ端末１１０と基地局１２０との
通信速度および通信品質を向上させるため様々な技術が採用されている。本実施形態では
、例えば、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ　Ｔ９５やＰＨＳ　ＭｏＵ等の次世代ＰＨＳ通信技術が採用
され、ＰＨＳ端末１１０と基地局１２０との間ではＴＤＤ（Time Division Duplex：時分
割双方向伝送方式）／ＯＦＤＭＡ（またはＴＤＤ／ＯＦＤＭ）方式に基づいた無線通信が
実行される。また、当該無線通信システム１００には適応変調も用いられ、ＰＨＳ端末１
１０と基地局１２０とが互いに望ましいＭＣＳを要求することで、通信品質を維持しつつ
、通信環境の変化に応じて適応的に変調方式を変え通信速度を向上させることができる。
【００２４】
　さらに、本実施形態の無線通信システム１００には、ＡＲＱと前方誤り訂正（ＦＥＣ）
とを組み合わせたＨＡＲＱが採用され、１または複数回の再送データを通じて誤りが訂正
される。かかる誤り訂正は通信信号における雑音が軽減されることと同義であり、ＳＩＮ
Ｒ（ＳＮＲ）が改善され利得が高くなる。従って、ＨＡＲＱを採用することで、より変調
効率の高いＭＣＳを選択することができる。本実施形態では、受信装置としてのＰＨＳ端
末１１０が送信装置としての基地局１２０に対して、ＨＡＲＱによる利得を想定した高い
ＭＣＳを要求する。以下、基地局１２０とＰＨＳ端末１１０の具体的な構成と動作を説明
する。
【００２５】
（基地局１２０）
　図２は、基地局１２０の概略的な構成を示したブロック図である。基地局１２０は、基
地局制御部２１０と、基地局メモリ２１２と、基地局無線通信部２１４と、基地局有線通
信部２１６とを含んで構成される。
【００２６】
　基地局制御部２１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）を含む半導体集積回路により基地局１
２０全体を管理および制御する。また、基地局制御部２１０は、基地局メモリ２１２のプ
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ログラムを用いて、ＰＨＳ端末１１０の通信網１３０や他のＰＨＳ端末１１０への通信接
続を制御する。基地局メモリ２１２は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、不揮発性ＲＡＭ
、フラッシュメモリ、ＨＤＤ等で構成され、基地局制御部２１０で処理されるプログラム
等を記憶する。また、基地局メモリ２１２は、ＨＡＲＱの有無それぞれにおけるＭＣＳ毎
の通信品質に対するＦＥＲの推移を示すテーブルを予め記憶するテーブル記憶部２２０と
しても機能する。通信品質は、無線通信環境を踏まえた通信の品質であり、例えばＳＩＮ
Ｒ等により優劣を表現できる。
【００２７】
　図３は、テーブルのイメージを示したイメージ図である。ここでは、理解を容易にする
ため、テーブルを、ＭＣＳ毎の通信品質（ＳＩＮＲ）に対するＦＥＲの推移として実線で
示しているが、実際のテーブルはその推移を形成する複数の点で表され、必要に応じて補
間される。また、テーブルは、ＨＡＲＱの有無によって相異し、ＨＡＲＱ有りの場合の推
移が点線で、ＭＣＳのクラスが「ＭＨ」に続く数値で示され、ＨＡＲＱ無しの場合の推移
が実線で、ＭＣＳのクラスが「Ｍ」に続く数値で示される。
【００２８】
　図３を参照すると、ＨＡＲＱ有りのＦＥＲの推移は、同一通信品質、同一ＭＣＳであれ
ばＨＡＲＱ無しのＦＥＲの推移よりＦＥＲが小さくなることが分かる。換言すれば、ＨＡ
ＲＱが有効であることを想定したＭＣＳを維持したまま、ＨＡＲＱをキャンセルすると、
ＦＥＲはＨＡＲＱ無しのＦＥＲの推移まで上がり、エラーが生じる頻度が高くなる。かか
るテーブルを用いた処理は後ほど詳述する。
【００２９】
　図４は、ＭＣＳのクラスを説明するための説明図である。本実施形態では、例えば、Ｍ
ＣＳ識別子「４」の予約クラスを除く１０クラスのＭＣＳを設け、各クラスには、変調方
式とコーディング方式が準備されている。図４においては、ＭＣＳ識別子の数値が高くな
るほど変調効率が高くなる。図３における「Ｍ」や「ＭＨ」に続く数値は、当該図４のＭ
ＣＳ識別子に相当する。
【００３０】
　基地局無線通信部２１４は、ＰＨＳ端末１１０との通信を確立し、データの送受信を行
う。また、ＰＨＳ端末１１０との通信品質に応じて効率のよい通信を行うための最適なＭ
ＣＳを決定し、ＰＨＳ端末１１０に要求することもできる。本実施形態の適応変調におけ
るＭＣＳの切換は、上述した図３のテーブルにおけるＦＥＲ値を閾値として設定してもよ
い。例えば、ＦＥＲ所定％を閾値とすると、その所定％を超えたときにＭＣＳを変調効率
が低いクラスに１段階下げる。
【００３１】
　基地局有線通信部２１６は、通信網１３０を介して中継サーバ１４０を含む様々なサー
バと接続することができる。
【００３２】
　また、本実施形態において基地局無線通信部２１４は、送信データ保持部２３０、デー
タ変調部２３２、データ送信部２３４、ＨＡＲＱ受信部２３６、ＨＡＲＱ切換部２３８、
ＭＣＳ切換部２４０としても機能する。
【００３３】
　送信データ保持部２３０は、巡回冗長検査ビット（ＣＲＣ：Cyclic Redundancy Check 
Bit）が付加された送信対象のデータ（送信データ）を、送信データのフレームを特定可
能なフレーム識別子に関連付けて保持する。本実施形態において「識別子」は、数値、ア
ルファベット、記号によりそのものを一意に特定できる表示をいう。
【００３４】
　データ変調部２３２は、保持されたＭＣＳに基づき送信データを変調し、ベースバンド
信号を生成する。ここで、ＭＣＳは、ＰＨＳ端末１１０が要求するＭＣＳと等しいかまた
は変調効率が劣るＭＣＳとなる。かかる構成により、当該データの変調を、ＰＨＳ端末１
１０の要求があったＭＣＳ以下であり、かつ基地局１２０が変調可能なＭＣＳに基づいて
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行うことができ、ＰＨＳ端末１１０および基地局１２０の両装置における最適なＭＣＳに
よる、より安定な無線通信を構築することができる。
【００３５】
　また、データ変調部２３２は、ＰＨＳ端末１１０からＨＡＲＱの要求があった場合に、
ＨＡＲＱの対象となるフレーム識別子およびエラー部分識別子で特定される送信データ保
持部２３０に保持されたデータのエラー部分（再送データ）を、ＰＨＳ端末１１０から要
求されたＭＣＳに基づいて変調する。この変調タイミングおよび後段の送信タイミングは
規格によって定められている。
【００３６】
　データ送信部２３４は、データ変調部２３２によって変調された、送信データとＭＣＳ
を特定可能なＭＣＳ識別子とを送信する。また、データ送信部２３４は、ＰＨＳ端末１１
０からＨＡＲＱの要求があった場合、上記送信データに加えて再送データを無線通信シス
テム１００で定められている所定のフレームタイミングで再送する。
【００３７】
　ＨＡＲＱ受信部２３６は、ＰＨＳ端末１１０からＮＡＣＫによるＨＡＲＱがあった場合
に、アンカーチャネルに含まれるエラーのあったデータのフレーム識別子とエラー部分の
識別子とを抽出し、送信データ保持部２３０に保持された送信データとエラー部分を特定
する。また、ＨＡＲＱ受信部２３６は、ＡＣＫを受けた場合、送信データ保持部２３０に
保持されたデータを解放する。
【００３８】
　ＨＡＲＱ切換部２３８は、送信すべきデータのＱｏＳクラスに応じてＨＡＲＱ応答の有
無を切り換える。従って、例えば送信データが遅延を許容しないＱｏＳクラスの送信デー
タであった場合、ＨＡＲＱ応答をキャンセルして送信データを優先的に送信する。このと
き、ＨＡＲＱ切換部２３８は、送信データのＨＡＲＱキャンセルビットを立てる。
【００３９】
　上記「遅延を許容しないＱｏＳクラスの送信データ」は、音声データや動画データ等の
リアルタイム性の高い送信データであり、例えばＰＨＳ　ＭｏＵ（A-GN4.00-01-TS Rev.3
）のＱｏＳサービスクラスにおいては「no Packet loss and Variable Rate Class」とし
て分類されている。
【００４０】
　ＭＣＳ切換部２４０は、ＨＡＲＱ切換部２３８によるＨＡＲＱの有無の切換に応じて、
図３で示したテーブルを参照し、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳとそれに対応するＨＡＲＱ無しの
ＭＣＳとを切り換える。
【００４１】
　上述したように、ＨＡＲＱ切換部２３８は、送信データが、遅延を許容しないＱｏＳク
ラスの送信データだった場合、ＨＡＲＱの再送データの送信を強制的にキャンセルする。
従って、ＨＡＲＱがキャンセルされた場合における適切なＭＣＳと、ＨＡＲＱが有効であ
ることを想定して受信装置から要求されたＭＣＳとでは差が生じる。本実施形態では、Ｐ
ＨＳ端末１１０からのＭＣＳの要求（ＭＲ（Mcs Requirement））に拘わらず、ＭＣＳ切
換部２４０によって、ＨＡＲＱがキャンセルされた場合における適切なＭＣＳを選択する
ことで、その差分（ＨＡＲＱの利得分）だけ変調効率を引き下げる。
【００４２】
　再度図３を用いて具体的に説明すると、例えばＰＨＳ端末１１０からのＭＲによって要
求されたＭＣＳが「９（ＭＨ９）」であった場合、ＨＡＲＱが適用されているときには基
地局１２０はそのままのＭＣＳを選択できる。しかし、かかるＭＣＳは、ＨＡＲＱが有効
であることを想定して要求されているので、ＨＡＲＱ応答がキャンセルされているにも拘
わらず同一のＭＣＳで送信データを送信すると利得が低下してエラーを招く。そこで、Ｍ
ＣＳ切換部２４０は、変調効率を落としてＭＣＳを「７（Ｍ７）」とする。
【００４３】
　このとき、ＭＣＳ切換部２４０は、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳ、上記の例ではＭＣＳ「９（
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ＭＨ９）」とＦＥＲとから導出される通信品質において、ＨＡＲＱ無しのＦＥＲがＨＡＲ
Ｑ有りのＦＥＲ以下となるようにＭＣＳを切り換える。
【００４４】
　ＭＣＳ切換部２４０は、切換前のＭＣＳとＦＥＲとから導出される、図３中一点鎖線で
示される通信品質、即ち、現時点の通信環境において、切換後のＦＥＲが切換前のＦＥＲ
と等しくなるのが望ましい。しかし、ＨＡＲＱ応答の有無それぞれのＦＥＲの推移はテー
ブル上で異なる。従って、同通信品質においてＦＥＲが異なる場合、無線通信を安定側で
実行するため切換後のＦＥＲ（図３のＢ）を切換前のＦＥＲ（図３のＡ）以下に設定する
。かかる構成により送信データのＱｏＳクラスの如何に拘わらず、安定性の高い無線通信
を構築することが可能となる。
【００４５】
　ＭＣＳ切換部２４０は、変更されたＭＣＳ「７（Ｍ７）」をデータ変調部２３２に伝達
し、かかるＭＣＳで変調させると共に、ＰＨＳ端末１１０へのＭＩ（Mcs Indicator）に
当該ＭＣＳを記載する。
【００４６】
（ＰＨＳ端末１１０）
　図５は、ＰＨＳ端末１１０のハードウェア構成を示した機能ブロック図であり、図６は
、ＰＨＳ端末１１０の外観を示した斜視図である。ＰＨＳ端末１１０は、端末制御部３１
０と、端末メモリ３１２と、表示部３１４と、操作部３１６と、音声入力部３１８と、音
声出力部３２０と、端末無線通信部３２２とを含んで構成される。
【００４７】
　端末制御部３１０は、中央処理装置（ＣＰＵ）を含む半導体集積回路によりＰＨＳ端末
１１０全体を管理および制御する。また、端末制御部３１０は、端末メモリ３１２のプロ
グラムを用いて、通話機能、メール送受信機能、撮像機能、音楽再生機能、ＴＶ視聴機能
も遂行する。端末メモリ３１２は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、不揮発性ＲＡＭ、フ
ラッシュメモリ、ＨＤＤ等で構成され、端末制御部３１０で処理されるプログラムや音声
データ等を記憶する。
【００４８】
　表示部３１４は、液晶ディスプレイ、ＥＬ(Electro Luminescence)等で構成され、端末
メモリ３１２に記憶された、または通信網１３０を介してアプリケーション中継サーバ（
図示せず）から提供される、ＷｅｂブラウザやアプリケーションのＧＵＩ（Graphical Us
er Interface）を表示することができる。操作部３１６は、キーボード、十字キー、ジョ
イスティック等のスイッチから構成され、ユーザの操作入力を受け付ける。
【００４９】
　音声入力部３１８は、マイク等の音声認識手段で構成され、通話時に入力されたユーザ
の音声をＰＨＳ端末１１０内で処理可能な電気信号に変換する。音声出力部３２０は、ス
ピーカで構成され、ＰＨＳ端末１１０で受信した通話相手の音声信号を音声に変えて出力
する。また、着信音や、操作部３１６の操作音、アラーム音等も出力できる。
【００５０】
　また、本実施形態において端末無線通信部３２２は、データ受信部３３０、データ復調
部３３２、ＭＣＳ決定部３３４、誤り訂正部３３６、エラー検出部３３８、復調データ保
持部３４０、ＨＡＲＱ送信部３４２、ＨＡＲＱ合成部３４４、ＨＡＲＱキャンセル判定部
３４６としても機能する。
【００５１】
　データ受信部３３０は、基地局１２０からデータおよびＭＣＳ識別子を受信する。
【００５２】
　データ復調部３３２は、データ受信部３３０が受信したＭＣＳ識別子（ＭＩ）により特
定されるＭＣＳに基づきデータを復調し、誤り訂正部３３６に転送する。また、当該ＰＨ
Ｓ端末１１０がＨＡＲＱを要求した後、所定のフレームタイミングで再送データを含むデ
ータを受信した場合、データ復調部３３２は、受信したデータを、受信したＭＣＳ識別子
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により特定されるＭＣＳに基づいて復調し、ＨＡＲＱ合成部３４４に転送する。
【００５３】
　ＭＣＳ決定部３３４は、データ復調部３３２によって復調されたデータのＳＩＮＲを計
算し、基地局１２０へ要求するＭＣＳを決定する。
【００５４】
　誤り訂正（ＦＥＣ）部３３６は、ビタビ符号等の誤り訂正方式に基づいて、データ復調
部３３２またはＨＡＲＱ合成部３４４から転送されたデータの誤り訂正を行う。
【００５５】
　エラー検出部３３８は、巡回冗長検査ビット（ＣＲＣ）等を通じて、誤り訂正部３３６
によっても訂正できなかったエラーを検出する。エラー検出部３３８は、受信したデータ
にエラーが検出されなかった場合、ＭＡＣレイヤにＰＨＹペイロードの情報を伝え、後述
するＨＡＲＱ送信部３４２にＡＣＫを返信するように指令し、さらに、後述する復調デー
タ保持部３４０のデータをクリアする。またエラーが検出された場合ＭＡＣレイヤにはペ
イロード情報を渡さず、ＨＡＲＱ送信部３４２にＮＡＣＫを返信させる。
【００５６】
　復調データ保持部３４０は、エラー検出部３３８がエラーを検出した場合、復調された
データとデータのＭＣＳ識別子とをフレーム識別子に関連付けて保持する。
【００５７】
　ＨＡＲＱ送信部３４２は、エラー検出部３３８がエラーを検出した場合、データのフレ
ーム識別子とエラー部分の識別子とを含むＨＡＲＱを基地局１２０に対して送信する。本
実施形態ではＴＤＤ／ＯＦＤＭＡ方式によりフレーム単位のデータが基地局１２０との間
で交互に送受信されているので、ＨＡＲＱは基地局１２０に送信すべき送信データのアン
カーチャネルを利用して送信される。このとき、同じくしてアンカーチャネルに設定され
るＭＣＳの要求（ＭＲ）はエラーが検出されたデータのＭＣＳとなる。
【００５８】
　ＨＡＲＱ合成部３４４は、チェイス合成法やＩＲ（Incremental Redundancy）合成法等
の合成方法を用い、データ復調部３３２によって復調された再送データと、復調データ保
持部３４０に保持されたデータとをチェイス合成（Chase Combining）し、誤り訂正部３
３６に転送する。
【００５９】
　図７は、チェイス合成の動作を説明するための説明図である。図７における「ＥＸＣＨ
」は、エクストラチャネルを示し、ＦＭ－Ｍｏｄｅにおける通話路としてユーザ毎に割り
当てられるＰＲＵ（Physical Resource Unit）を表す。
【００６０】
　ＰＨＳ端末１１０が受信、復調したデータにエラーが検出された場合、ＮＡＣＫと共に
そのエラー部分のみを基地局１２０に伝達し、かつ、そのエラーが検出されたフレームを
破棄せずに復調データ保持部３４０に保持する。そして、基地局１２０からそのエラー部
分のみを再送データ３６０として受信すると、ＰＨＳ端末１１０は、再送データ３６０と
復調データ保持部３４０に保持されていたデータ３６２とを最大比合成（ＭＲＣ：Maximu
m Ratio Combining）によって合成し、復元データ３６４を生成する。かかるチェイス合
成法では、データの最大比合成によって受信フレームのＳＩＮＲを向上させて、効率的に
エラー低減を図ることができる。
【００６１】
　ＨＡＲＱキャンセル判定部３４６は、データ復調部３３２によって復調されたデータに
ＨＡＲＱキャンセルビットが立っているかどうか判定する。このとき、ＨＡＲＱキャンセ
ル判定部３４６がＨＡＲＱのキャンセルビットが立っていると判定した場合、ＨＡＲＱ合
成部３４４による合成は実行されない。そして、エラー検出部３３８は、誤り訂正後のデ
ータのエラー検出を実行し、エラーが検出されなければ上位のＭＡＣレイヤにデータを伝
達するが、エラーが検出された場合であっても、ＨＡＲＱがキャンセルされているので、
ＡＣＫフィールドにはＡＣＫを返し、再送要求は上位レイヤ（ＡＲＱ）に任せる。
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【００６２】
　以上説明した無線通信システム１００では、２つの装置間、ここでは、ＰＨＳ端末１１
０と基地局１２０との通信経路を利用して、双方がＨＡＲＱによる誤り訂正を行うことが
でき、かつ、ＨＡＲＱのキャンセルが発生したとしてもＨＡＲＱの有無に対応した適切な
ＭＣＳが選択されることにより、安定性の高い無線通信を構築することが可能となる。次
に、上述したＰＨＳ端末１１０や基地局１２０を用いて無線通信を行う無線通信方法を説
明する。
【００６３】
（無線通信方法）
　図８は、無線通信方法の処理の流れを示したフローチャートであり、図９は、図８のフ
ローチャートの補足説明を行うためのブロック図である。
【００６４】
　まず、ＰＨＳ端末１１０は、送信データのアンカーチャネルを通じてＭＣＳを要求し（
Ｓ４００）、基地局１２０は、要求されたＭＣＳに応じて送信するデータのＭＣＳを決定
する（Ｓ４０２）。そして、基地局１２０は、送信されるデータを送信データ保持部２３
０に一旦保持する（Ｓ４０４）。送信データ保持部２３０に保持されたデータは、ＨＡＲ
Ｑが発生していないとみなすことができる所定時間が経過するまで保持される。基地局１
２０のデータ変調部２３２は、このＭＣＳを用いてデータを変調し（Ｓ４０６）、データ
送信部２３４がその変調されたデータをＰＨＳ端末１１０に送信する（Ｓ４０８）。
【００６５】
　ＰＨＳ端末１１０のデータ受信部３３０は、基地局１２０からデータおよびＭＣＳ識別
子を受信すると（Ｓ４１０）、データ復調部３３２がＭＣＳ識別子により特定されるＭＣ
Ｓに基づきそのデータを復調し（Ｓ４１２）、誤り訂正部３３６がデータの誤り訂正を行
う（Ｓ４１４）。ここで、エラー検出部３３８は、データに誤り訂正部３３６によっても
訂正できなかったエラーが残っているかどうか検出し（Ｓ４１６）、エラーがない場合、
ＡＣＫを基地局１２０に返信し、そのデータを上位レイヤに転送する（Ｓ４１８）。
【００６６】
　エラー検出ステップ（Ｓ４１６）でエラーが検出された場合、復調データ保持部３４０
が復調されたデータとデータのＭＣＳ識別子とをフレーム識別子に関連付けて保持し（Ｓ
４２０）、ＨＡＲＱ送信部３４２がＮＡＣＫ、フレーム識別子、エラー部分の識別子を含
むＡＣＫフィールドを用いてＨＡＲＱを送信する（Ｓ４２２）。
【００６７】
　基地局１２０のＨＡＲＱ受信部２３６は上記ＨＡＲＱを受けると、ＡＣＫフィールドの
フレーム識別子およびエラー部分識別子で特定される、送信データ保持部２３０に保持さ
れたデータのエラー部分を再送データとして準備する（Ｓ４２４）。
【００６８】
　ここで、次なる送信データが遅延を許容しないＱｏＳクラスであるかどうかが判定され
（Ｓ４２６）、遅延の許される通常の送信データであれば、データ変調部２３２が、ＰＨ
Ｓ端末１１０から要求されたＭＣＳに基づいて送信データおよび再送データを変調する（
Ｓ４２８）。
【００６９】
　基地局１２０のデータ送信部２３４は、変調されたデータをＰＨＳ端末１１０に送信し
（Ｓ４３０）、ＰＨＳ端末１１０のデータ受信部３３０がそのデータを受信すると（Ｓ４
３２）、データ復調部３３２は、規定されたＨＡＲＱタイミングにおいて、受信したデー
タの再送データを復調データ保持部３４０に保持されたＭＣＳに基づいて復調し、通常デ
ータを適応変調により決定されたＭＣＳに基づいて復調する（Ｓ４３４）。その後、ＨＡ
ＲＱ合成部３４４が復調されたエラー部分と、復調データ保持部３４０に保持されたデー
タとをチェイス合成させ（Ｓ４３６）、データの誤り訂正ステップ（Ｓ４１４）から繰り
返される。
【００７０】
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　また、送信データ判定ステップ（Ｓ４２６）において、送信データが遅延を許容しない
ＱｏＳクラスであると判定された場合（Ｓ４２６の「ＹＥＳ」）、基地局１２０のＨＡＲ
Ｑ切換部２３８は、ＨＡＲＱ応答をキャンセルし（Ｓ４３８）、ＭＣＳ切換部２４０は、
テーブル記憶部２２０が記憶するテーブルを参照して、ＨＡＲＱ有りのＭＣＳをそれに対
応するＨＡＲＱ無しのＭＣＳに切り換える（Ｓ４４０）。
【００７１】
　かかる無線通信方法においても、ＨＡＲＱの有無に対応した適切なＭＣＳにより、安定
性の高い無線通信を構築することが可能となる。
【００７２】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００７３】
　なお、本明細書の無線通信方法における各工程は、必ずしもフローチャートとして記載
された順序に沿って時系列に処理する必要はなく、並列的あるいはサブルーチンによる処
理を含んでもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明は、適応変調（高速適応変調）による無線通信が可能な送信装置および無線通信
方法に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】無線通信システムの概略的な接続関係を示した説明図である。
【図２】基地局の概略的な構成を示したブロック図である。
【図３】テーブルのイメージを示したイメージ図である。
【図４】ＭＣＳのクラスを説明するための説明図である。
【図５】ＰＨＳ端末のハードウェア構成を示した機能ブロック図である。
【図６】ＰＨＳ端末の外観を示した斜視図である。
【図７】チェイス合成の動作を説明するための説明図である。
【図８】無線通信方法の処理の流れを示したフローチャートである。
【図９】図８のフローチャートの補足説明を行うためのブロック図である。
【符号の説明】
【００７６】
１１０  …ＰＨＳ端末（受信装置）
１２０  …基地局（送信装置）
２２０  …テーブル記憶部
２３８  …ＨＡＲＱ切換部
２４０  …ＭＣＳ切換部
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